







学 位 の 種 類
















































































って現実 として体験 され得 るものであれば、暗示性知覚変容の現象はそれだけで研究に堪え
得る充分な事実性 を確保するものと考えられ る。
次に、本研究の方法にっいて、その特徴を述べよう。
実験的研究。 暗示性知覚変容の生起条件、生起過程、生起のメカニズムを解明 して行 く
には、まず最初に、これまでに条件分析的研究が充分行なわれ、しかも、できるだけ単純で
暗示条件以外の条件統制が容易な知覚対象を選び、これに対 し各種の知覚変容II音示の条件を
設定 し、その効果を検討 して行 くのが適当と思われる。そこで、本研究では、まず初めに、
図形の大きさ、ならびに、大きさ一奥行関係の知覚をとりあげ、その暗示性変容の検討を試
みた(第 二章)。 また、それにひき続いて 同じdimensionalな 知覚で、さらに単純化され
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た線分の長さの知覚をとりあげ、同様にその暗示性変容を検討 し、第二章で出された結論を


































が刺激の呈示距離を判断す るに必要な手掛 りの多少によって3種 類の場面条件を設定 した。
暗示条件 としては、呈示刺激の大きさの拡大暗示、縮小暗示、呈示刺激の接近暗示、後退暗



























知のパ ターンが介在過程 として重要な役割を演 じている。b.暗 示による大きさ知覚の変容
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d.暗 示刺激が手掛りとして受け容れられる条件 としては、当該暗示が被験者の保持す る認
知パターンと高い文脈的一貫陛を保持す るか、あるいは、被験者の保持する認知のパ ターン
自体が未分化的で漠然としており、不安定な構造をもっている場合のいずれかである。e,暗
示的手掛 りの受容のさいには、他の客観的な手掛 りとの間に力学的な過程が展開す る。客観
的な手掛 りへの係留が弱まると、暗示的手掛 りへの係留は相対的に強まる。例えば、実験場
面で客観的な各種手掛りを制限して行 くと暗示の効果は相対的に強まってくる。催眠状態は















観察 した。円筒枠の中には平板、あるいは、轡曲した円形ガラス(い ずれも曲率はな く素通
しである)が 脱着できるようにな っている。実験条件としては、円筒枠内のガラスに対す る









にっいて被験者が保持 している認知のパ ターンが変わると、それに対応 して呈示刺激の知覚
も変わってくる。(2>呈示刺激の知覚の変容は被験者の保持 している認知のパターンと文脈的
一貫性のある方向に展開 して行 く。(3被 験者の認知のパターンは、それと文脈的一貫性を保
持 し得 るような暗示的手続によってのみ操作が可能である。(4撹 醒状態にある被験者では現










覚種別が異な ったな らばその受け容れの様相はかなり違ったものになることが予想され る。
第一節では、視覚、聴覚、嗅覚、触覚の各感覚種別にっいて被験者に幻覚暗示を与え、その
さいの暗示幻覚生起の特徴を実験的に検討した。視覚や聴覚などは一般に嗅覚や触覚などに





第二節では、盲人 と普通の被験者間で暗示性幻覚生起の特徴 を比較 した。盲人では視覚的






































































する知覚心理学的考察」文化第28巻 、第2号 、「催眠の本態 と理論」一シンポジウムー催眠研
究第12巻 、第2号 、「催眠の本質」催眠学講座第1巻 、第2章 、第1節)、 これらは本研究の
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実証的研究を基盤として論を進めたものであることをっけ加えておきたい。




































論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は、暗示性知覚変容現象の生起条件 とその生起過程を支える心的機制を、一方では
厳密な実験心理学的手法によって、他方では臨床心理学的事例 ・技法の明細な分析によって
明らかにすることを目的とし、著者自身が約10数 年4こ亘 って収集 した資料を、著者現在の到
達点に立 って統合 し、組織的に論述 した ものである。




















あ った。 また、被験者が当面す る場面条件としては、判断手がかりの多少によって3場 面が
設定された。1暗示条件 としては、拡大、縮小、接近、後退の4種 類。被験者の応答方法 とし
ては模写法と調整法の2種 類が指定された。かくして、これらの諸条件の組合せによって48
系列の実験が行われ、暗示場面と非暗示場面が対比された。その結果、1)非 暗示場面では、









ーンが変ると、それに対応 して呈示刺激の知覚も変化す る。2)呈 示刺激の変容は、被験者






































暗示で も受け容れ られるようにな る。催眠状態にある被験者は客観的手がかりへの係留
が不安定で未分化な認知パターンをもっため、文脈的にはかなり無理な知覚変容暗示 も
受容 され ると考えられ る。
著者は、10数 年に亘 る実験心理学的、臨床心理学的追求を組織的に累積することによって
未開拓な本問題に独自の解明を与え、優れた貢献を示したものと言 うことができる。しか し、
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暗示効果の現象は、ここに述べられた知覚変容の側面にとどまるものではない。言語や思考
の変容、行動変容にも及ぶものであり、また情動的局面や意識 ・無意織一般との構造関連が
当然検討されなければならない。
その点への言及があまり見 られなかったのは不充分といわざるをえないであろう。また、
暗示概念そのものの検討も必ず しも十分であるとは言えないものがある。
しかし、暗示効果の問題を狭 く知覚領域に限定 したことは、未開拓なこの方面の研究の現
状にかんがみ、むしろ科学性を深めるためには、必然的な手順ともみられる。方法的に困難
な本問題に厳密な手法をもって接近 し、更にそれを臨床的場面に密着させ得た点、著者は本
問題解明に十分学問的礎石を与え得たと言うことができる。
その貢献は著者に文学博士の学位を授与するに十分価いするものと考える。
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